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IT環境の背景

ベンダーの動向

2008年

Web2.0　B2Cから in B（企業情報システム）へ

エンタープライズサーチ・プラットフォーム（ESP）基盤成熟

企業内サーチ黎明期

セマンティック技術の胎動

カテゴライゼーション、情報可視化 カテゴライゼーション、情報可視化

 検索から分析へ
サーチとビジネスインテリジェンス（BI）の融合

デスクトップ検索

（社内ブログ・SNSの導入の始まり） ソーシャル検索 /メタデータの活用の始まり

Enterprise Social Software（タギング、ソーシャルネットワークによる専門家検索）

IBMやオラクルなど 主要ソフトウェアベンダーが Enterprise2.0スイートを投入
セマンティック検索

主要製品のほとんどが、情報への

アクセス権限を継承した検索を実現

セマンティックWeb技術ベンチャーの登場が注目を集め始める

BIソフトベンダーによる サーチエンジン・ベンダーの買収・投資
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Google参入

▲Microsoftが Fast Search & Transfer（ESP）を買収

▲Microsoftが Powerset（セマンティック検索）を買収
▲ IBMが UIMAフレームワークをオープンソース化

▲Business ObjectsがInxight（自然言語  検索）を買収  ※2007年10月にSAPがBusiness  Objectsを買収

▲Oracleがエンタープライズサーチ製品を発表
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